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研究要旨 

東日本大震災被災者のうち、被災後に被災地域を離れた者（地区外転居者）の健康影響を検討するこ

とを目的として、2018 年（第 14 期）の被災者健康調査の結果を分析した。その結果、2017年の結果と

比べて、「市内転居者」群および「市外転居者」群で主観的健康感が不良、睡眠障害、心理的苦痛とな

るリスクが高いことが示された。今後、地区内居住者のみならず地区外転居者に対しても長期的な支援体

制を検討することが望まれる。 

 

研究協力者 

菅原 由美 東北大学大学院公衆衛生学分野 

遠又 靖丈 同 公衆衛生学分野 

 

Ａ．研究目的 

我々は、毎年、被災地域住民を対象に「被災

者健康調査」を実施し、被災後の生活習慣の変

化による健康影響を観察している。2017 年の報

告では、被災前と同じ地区内に居住する者と比

較して、石巻市外へ転居した者で、睡眠障害（ア

テネ不眠尺度が６点以上）となるリスクが高いこ

とを報告した。しかし、転居後の長期的な健康影

響については、明らかではない。 

本研究では、被災後の転居による健康影響を明

らかにするため、2018年度の「被災者健康調査」

の結果もとに、分析を行った。 

 

Ｂ．研究方法 

「被災地健康調査」の詳細については「被災者

健康調査の実施と分析」で詳述したので、ここで

は省略する。 

 

１．調査対象地区と解析対象者（図１） 

本研究は、2018年５、６月に石巻市２地区（雄

勝・牡鹿）で実施された第 14 期調査の回答者の

うち、研究に同意が得られた 18 歳以上の地域住

民 2,238 名（雄勝地区 1,184 名、牡鹿地区 1,054

名）を解析対象とした。 

 

２．転居範囲  

第 14 期調査の現在住所の回答に基づいて、対

象者を「雄勝・牡鹿地区内居住者（以下、地区内

居住者）」、「石巻市内転居者（以下、市内転居者）」

および「石巻市外転居者（以下、市外転居者）」

と定義した。 

 

 

 

図１ 解析対象者 

雄勝地区　：　 1,184名

牡鹿地区　：　 1,054名

↓

（雄勝・牡鹿地区内居住）
地区内居住者

（石巻市内転居）
市内転居者

（石巻市外転居）
市外転居者

1,149名 817名 272名

解析対象者　2,238名

石巻市雄勝・牡鹿地区第14期調査回答者

2,238名

居住地域

 
 

３．統計解析 

１）転居範囲別基本特性の比較 

居住地域区分ごとに、健康に影響を与える各要

因との関連についてχ2検定で比較した。 

２）転居範囲と健康影響の関連の検討 

震災後も地区内に居住をしている者と震災後

に地区外に転居した者の特性について、比較検討

した。解析では、「地区内居住者」群を基準とし

て、「市内転居者」群および「市外転居者」群に

おける健康影響について多重ロジスティック回

帰分析（強制投入法）を行い、オッズ比と 95％信

頼区間（CI）を算出した。 

３）居住形態別転居範囲とメンタルヘルスの関連

の検討 

居住形態の違いによって転居範囲とメンタル

ヘルスとの関連に違いがあるかを評価するため、

居住形態別に関連を検討した 

なお、本研究で解析した健康影響は以下の３項

目である。 

・主観的健康感 

直近の健康状態について、「とても良い」、「ま

あ良い」、「あまり良くない」、「良くない」から１

つを選択する。本研究では、「あまり良くない」、

「良くない」を合わせ、主観的健康状態が良くな

いと定義し、「地区内居住者」群を基準として、
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その他の群における主観的健康状態が良くない

者のオッズ比を算出した。 

・睡眠障害（アテネ不眠尺度） 

アテネ不眠尺度は、ＷＨＯ「睡眠と健康に関す

る世界プロジェクト」が作成した８項目の不眠症

判定尺度である。８項目それぞれに対する回

答を０～３点で数値化している。得点範囲は０

～24 点で、６点以上で「睡眠障害を疑う」

と評価される。本研究では、「地区内居住者」

群を基準として、その他の群におけるアテネ不眠

尺度が６点以上となるオッズ比を算出した。 

・心理的苦痛（Ｋ６） 

Ｋ６はケスラーらによって開発された６項目

からなる心理的苦痛の測定指標である。６項目そ

れぞれに対する回答を０～４点で数値化し

ている。得点範囲は０～24 点で、「10点以上」

で「心理的苦痛が高い」と評価される。本研究

では、「地区内居住者」群を基準として、その他

の群におけるＫ６が 10 点以上となる者のオッズ

比を算出した。 

 

４．倫理面への配慮 

本調査研究は、東北大学大学院医学系研究科倫

理審査委員会の承認のもとにおこなわれている。

被災者健康調査時に文書・口頭などで説明し、同

意を得ている。 

 

Ｃ．研究結果 

１．対象者の基本特性（表１） 

対象者 2,238 名のうち、「地区内居住者」群は

1,149名（51.3％）、「市内転居者」群は 817名（36．

5％）、「市外転居者」群は 272 名（12.2％）であ

った。 

「地区内居住者」群は、約４割は自宅が半壊以

上であると回答していた。居住形態は、「震災前

と同じ」と回答した者が 57.4％、次いで、「災害

復興住宅（復興公営住宅・防災集団移転団地）」

20.6％、「新居」14.9％の順となっていた。また、

他の群と比べて、就業者の割合が高かった。さら

に、社会的孤立が強い者（LSNS-6 が 11 点以下）

は 26.7％であった。 

「市内転居者」群は、65％の者で自宅が半壊以

上であると回答していた。居住形態は「新居」と

回答した者が最も多く 46.6％で、次いで、「災害

復興住宅」20.9％「プレハブ仮設」13.0％、「家

族・親戚・友人宅、」6.2％、の順となっていた。

また、他の群と比べて、無職の者の割合が高かっ

た。また、社会的孤立が強い者（LSNS-6 が 11 点

以下）は、27.2％で、「地区内居住者」と同等の

割合であった。 

一方、「市外転居者」群は、年齢が若く、60％

の者は自宅が半壊以上であると回答していた。居

住形態では「新居」と回答した者が最も多く

47.4％で、次いで、「賃貸住宅」21.0％「家族・

友人・親戚宅」15.1％、の順となっていた。さら

に、他の群と比べて、社会的孤立が強い者（LSNS-6

が 11点以下）の割合が高かった。 

 

２．転居範囲と心身の健康との関連（表２） 

「地区内居住者」群と比較した「市内転居者」

群および「市外転居者」群の健康影響について、

多変量調整ロジスティック回帰分析の結果をま

とめる。 

主観的健康感が良くない（あまり良くない・良

くない）となるオッズ比は、「地区内居住者」群

を基準として、「市内転居者」群 1.55（95％CI：

1.16-2.08）、「市外転居者」群 1.57（95％CI：

1.06-2.34）となり、被災地区から転居した群で

主観的健康感が不良となるリスクが有意に増加

した（傾向性の検定 p<0.05）。 

睡眠障害（アテネ不眠尺度が６点以上）となる

オッズ比は、「地区内居住者」群を基準として、「市

内転居者」群 1.26（95％CI：0.97-1.63）、「市外

転居者」群 1.41（95％CI：1.00-2.00）となり、

被災地区から転居した群で睡眠障害となるリス

クが高いことが示された。また、関連の強さは、

震災前に居住していた地域から離れる程、大きく

なる傾向がみられた（傾向性の検定 p=0.04）。 

心理的苦痛（Ｋ６が 10 点以上）となるオッズ

比は、「地区内居住者」群を基準として、「市内転

居者」群 1.33（95％CI：0.91-1.95）、「市外転居

者」群 1.83（95％CI：1.13-2.97）となり、被災

地区から転居した群で心理的苦痛となるリスク

が高いことが示された。また、関連の強さは、震

災前に居住していた地域から離れる程、大きくな

る傾向がみられた（傾向性の検定 p=0.01）。 

 

３．転居範囲とメンタルヘルスとの関連—居住形

態別解析（図２、図３） 

 （１）居住形態別睡眠障害リスク 

 「新居」の居住者では「市内転居」、「市外転居」

群ともに睡眠障害のオッズ比が高くなる傾向が

みられた［市内；1.35（95％CI：0.89-2.04）、市

外；1.39（0.84-2.32）］。同様に、「家族・友人・

親戚宅」でも「市内転居」、「市外転居」群で睡眠

障害のオッズ比が高い傾向がみられた［市内；

2.82（0.68 -11.81）、市外；3.73（0.89-15.65）］。

また，「災害復興住宅」の居住者では、「市内転居」

群でのみ睡眠障害のオッズ比が高くなる傾向が

みられた［1.18（0.77-1.82）］。 

（２）居住形態別心理的苦痛リスク 

 「新居」の居住者では「市外転居」群で心理的

苦痛のオッズ比が高い傾向がみられた［1.91

（0.93-3.90）］。また、「災害復興住宅」の居住者
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では「市内転居」群でのみ心理的苦痛のオッズ比

が高かった［1.86（0.98-3.51）］。一方、「家族・

友人・親戚宅」では「市内転居」、「市外転居」群

ともに有意ではないものの心理的苦痛のオッズ

比が高い傾向にあった［市内；2.95（0.32-27.17）、

市外；6.45（0.74-56.44）］。 

 

Ｄ．考 察 

東日本大震災被災者のうち、被災後に被災地域

を離れた者（地区外転居者）の健康影響を検討す

ることを目的として、第 14 期被災者健康調査の

結果を検討した。石巻市２地区（雄勝・牡鹿）の

調査対象者のうち、地区外転居者は全体の 48.7％

で、そのうち、75.0％が「市内転居者」、25.0％

が「市外転居者」であった。 

本研究では、対象者を震災８年目の現在住所によ

って３群に分け、健康影響との関連について検討を

行ったところ、「地区内居住者」群と比べ、「市内

転居者」群および「市外転居者」群は、主観的健

康感が良くない、睡眠障害、心理的苦痛となるリ

スクが高いことが示された。地区外転居者は、震

災による家屋の喪失などの直接的な影響に加え

て、転居による生活環境の変化が心理ストレスに

大きな影響を与え、様々な健康リスクが増加した

ことが推測される。本研究の対象者が震災前に居

住していた石巻市雄勝地区、牡鹿地区は、水産業

を中心とした地域であり、地域や人のつながりも

強く、地域住民同士が交流する機会も多い地域で

あった。しかし、「市外転居」群は、「新居」「賃

貸住宅」に居住している者の割合が多く、社会的

孤立が強い者の割合が高かった。転居後は、不慣

れな地域で近隣住民や地域コミュニティとの交

流が希薄となり、不安や課題を抱えた状態が継続

し、心身の健康に影響した可能性が考えられる。

さらに、睡眠障害リスクおよび心理的苦痛リスク

では、関連の強さは、地区から離れるほど大きく

なっていた。関係自治体から離れるほど、被災者

支援は行き届かず、被災者の社会的孤立は増加し

ていた可能性がある。結果として、睡眠障害およ

び心理的苦痛リスクへの影響は、市内転居群より

も市外転居群で大きくなったと推測された。 

本研究では、対象者について第 14 期調査回答

者の現住所をもとに、居住地域を区分している。

現住所と実際の居住場所が異なっている者も含

まれているため、誤分類の可能性があるが、対象

となる数は少なく、結果には影響しないと考えて

いる。また、本研究は震災８年目の居住地域と健

康影響についての横断研究である。震災によって

健康に影響がみられた者が地区外へ転居した可

能性も考えられる。2017年調査では、地区外転居

者は、睡眠障害リスクだけが増加し、主観的健康

感や心理的苦痛リスクは関連がみられなかった。

しかし、2018 年調査では、睡眠障害に加えて、主

観的健康感や心理的苦痛リスクの増加も見られ

た。従って、震災によって健康に影響が見られた

者が地区外に転居したというよりも、転居後の生

活環境の変化が健康に大きく影響していると考

えられた。 

東日本大震災から８年目を迎え、被災地域では

復興・再生にむけた事業が進んでいる。一方、地

域住民の生活再建は、生活環境の変化によって個

人ごとに差が生じている。地域保健支援センター

では、被災地域住民の健康づくりを支援する目的

で、各調査終了後に、行政と連携して健診結果説

明会や健康講話を実施している。一方、震災後に

地区外へ転居者した者への支援は、充分に行き届

いているとは言えない状況である。本研究により、

被災地区からの転居によって様々な健康リスク

が増加する可能性を明らかにできたことは、地域

の保健衛生施策への重要な提言につながると思

われる。今後は、関連自治体に情報を提供し、地

区内居住者のみならず、地区外に転居している者

に対する支援体制についても検討していく必要

があると考えている。 

 

結 論 

東日本大震災被災者のうち、被災後に被災地域

を離れた者（地区外転居者）の健康影響を検討す

ることを目的として、2018 年（第 14 期）の被災

者健康調査の結果を分析した。その結果、2017 年

の調査結果と比べて、「市内転居者」群および「市

外転居者」群で主観的健康感が不良、睡眠障害、

心理的苦痛となるリスクが高いことが示された。

今後、地区内居住者のみならず地区外転居者に対

しても長期的な支援体制を検討することが望ま

れる。 

 

Ｆ．健康危険情報 

なし 

 

Ｇ．研究発表 

１．論文発表 

なし 

２．学会発表 

なし 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

１．特許取得 

なし 

２．実用新案取得 

なし 

３．その他 

なし
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表１ 対象者の基本特性 
 

地区内居住 市内転居 市外転居 p 値
a

対象者数 1,149 817 272

性別

男性 (％) 46.7 43.9 38.2 <0.05

年齢 (歳) 平均±標準偏差 64.9±17.6 60.9±20.4 58.4±21.3 <0.05

居住形態 (％)

震災前と同じ 57.4 0 0 <0.05

プレハブ仮設 1.2 13.0 0.4

新居 14.9 46.6 47.4

災害復興住宅
b

20.6 20.9 4.8

賃貸住宅 1.6 3.9 21.0

家族・友人・親戚宅 1.6 6.2 15.1

みなし仮設（借り上げ民賃, 公営住宅） 0.0 3.2 1.8

その他 1.0 4.2 8.8

自宅損壊状況 (％)

 全壊, 大規模半壊 36.6 63.7 60.3 <0.05

半壊 7.8 1.7 2.6

一部損壊, 損壊なし 30.2 2.3 5.9

同居者なし (％)

あり 84.8 88.5 85.7 0.11

なし 13.4 9.7 13.2

就業状況 (％)

就職 53.7 41.4 46.0 <0.05

求職 1.0 1.8 0.4

無職 42.0 54.8 51.5

社会的孤立
c
 (%)

弱い (12点以上) 72.6 72.8 62.1 <0.05

強い (11点以下) 26.7 27.2 37.5

a. ANOVA，χ2検定

b. 復興公営住宅, 防災集団移転団地

c. LSNS-6  
 
 

表２ 転居範囲と健康状態との関連 
 

傾向性p値

主観的健康感（あまり良くない・良くない）

対象者数 245 226 69

多変量オッズ比 (95%信頼区間)
a

1.00 (基準) 1.55 (1.16-2.08) 1.57 (1.06-2.34) <0.05

睡眠障害（アテネ不眠尺度が6点以上）

対象者数 336 284 102

多変量オッズ比 (95%信頼区間)
a

1.00 (基準) 1.26 (0.97-1.63) 1.41 (1.00-2.00) 0.04

心理的苦痛（K6が10点以上）

対象者数 104 112 48

多変量オッズ比 (95%信頼区間)
a

1.00 (基準) 1.33 (0.91-1.95) 1.83 (1.13-2.97) 0.01

a. 多変量解析(強制投入法); 性別, 年齢, 居住形態（震災前と同じ, プレハブ仮設, 新居, 復興公営住宅・防災集団移転団地,
その他）, 就業状況（就業中, 求職中, 無職）で調整

地区内居住 市内転居 市外転居

(n=1,149) (n=817) (n=272)
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図２ 転居範囲と睡眠障害（アテネ不眠尺度;６点以上）-居住形態別- 
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図３ 転居範囲と心理的苦痛（Ｋ６;10点以上）-居住形態別- 
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